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11月19日〜12月23日

参
議
院
自
由
民
主
党
政
策
審
議
会
に 

立
谷
会
長
が
出
席

　

11
月
30
日
、
参
議
院
自
由
民
主
党
政
策
審
議
会
に

お
い
て
、
地
方
六
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
本

会
か
ら
は
立
谷
会
長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
し
、
地

方
の
現
状
に
対
す
る
問
題
意
識
と
課
題
解
決
に
向
け

た
地
方
の
意
見
に
関
し
意
見
陳
述
を
行
っ
た
。

　

立
谷
会
長
か
ら
は
、
人
口
減
少
社
会
に
向
か
う
中

で
、
地
方
の
危
機
感
が
相
当
強
い
こ
と
を
前
提
に
、

①
東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
地
方
大
学
に
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
学
部
等
を
つ
く
る
こ
と
を

検
討
す
る
こ
と
、
②
こ
ど
も
家
庭
庁
に
つ
い
て
は
、

単
な
る
役
所
の
統
合
で
は
な
く
、
子
ど
も
施
策
の
質

の
向
上
や
大
幅
な
充
実
を
図
る
こ
と
、
全
国
一
律
の

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
子
育

て
世
帯
・
世
代
が
安
心
し
て
子
育
て
に
専
念
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
③
高
齢
者
の
単

独
世
帯
の
増
加
や
孤
独
死
な
ど
の
問
題
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う

に
守
っ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
、
④

近
年
、
地
震
や
風
水
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
土
強
靱
化
及
び
防
災
減
災
に
向
け
た
取
組
を

よ
り
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
こ
と
、

⑤
参
議
院
の
合
区
を
解
消
す
る
な
ど
、
様
々
な
地
域

の
声
が
国
政
に
確
実
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
等
の
発
言
を
行
っ
た
。

［
企
画
調
整
室
］

全国市長会の 動き
詳細につきましては、全国市長会ホームページ
（https://www.mayors.or.jp/）
をご参照ください。
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デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
及
び 

地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団
体
と
の 

意
見
交
換
会
に
立
谷
会
長
が
出
席

　

12
月
５
日
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
及
び

地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
が

開
催
さ
れ
、
立
谷
会
長
を
は
じ
め
地
方
六
団
体
の
代

表
が
出
席
し
、
岡
田
・
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
担
当
・
地
方
創
生
担
当
大
臣
、
大
串
・
デ
ジ
タ
ル

副
大
臣
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

立
谷
会
長
か
ら
は
、
①
国
の
新
た
な
総
合
戦
略
の

策
定
に
伴
う
地
方
版
総
合
戦
略
の
改
訂
に
あ
た
っ
て

は
、
地
方
が
生
き
残
り
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た

こ
れ
ま
で
の
地
方
創
生
の
取
組
を
踏
ま
え
、
十
分
な

支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
継
続
的

に
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の
是
正
に
向
け
、

③
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・
確
保
の
観
点
か
ら
も
地

方
大
学
の
人
材
育
成
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
、
④
デ
ジ
タ
ル
実
装
を
進
め
る
た
め
、
デ
ジ
タ

ル
イ
ン
フ
ラ
等
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
都
市
自
治
体
が
懸
念
を
抱
く
こ
と
な
く
取

り
組
め
る
よ
う
適
切
な
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

等
の
発
言
を
行
っ
た
。

［
行
政
部
］

「
国
内
投
資
拡
大
の
た
め
の
官
民
連
携 

フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
立
谷
会
長
が
出
席

　

12
月
８
日
、
政
府
主
催
の
「
国
内
投
資
拡
大
の
た

め
の
官
民
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
政
府

と
経
済
界
、
地
方
団
体
等
が
一
堂
に
会
し
、
国
内
投

資
拡
大
に
向
け
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

岸
田
・
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
は
、
国
内
投
資
の
拡

大
こ
そ
が
、
我
が
国
の
成
長
戦
略
の
核
心
で
あ
り
、

経
済
界
に
は
、
政
策
を
活
用
し
、
各
地
域
に
お
い
て

存
分
に
投
資
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
い
か
し
て
投
資
誘
致
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

#3

#2

発言する立谷会長

発言する立谷会長

左から大串・デジタル副大臣、岡田・デジタル田園都市国家構想担当・地方創生担当大臣、
自見・内閣府大臣政務官
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い
。
今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
検
討
し
、
更
に
予

見
性
が
高
く
、
国
内
投
資
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
新
し
い
資
本
主
義
を
実
現
し
て
ま
い

り
た
い
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

立
谷
会
長
か
ら
は
、
国
内
投
資
の
効
果
が
、
都
市

部
に
と
ど
ま
ら
ず
地
方
部
に
ま
で
行
き
渡
ら
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
企
業
が
立
地
し
、
雇
用
が
生
ま

れ
、
所
得
が
向
上
し
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
り
、
地

域
経
済
が
発
展
す
る
と
い
う
流
れ
を
是
非
と
も
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保

が
今
後
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
、
地
方
大

学
に
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
の
た
め
の
環
境
を
整
え

て
い
た
だ
き
た
い
、
と
の
発
言
を
行
っ
た
。［

経
済
部
］

「
第
８
回
防
災
推
進
国
民
会
議
」に
副
会
長
の 

田
辺
・
静
岡
市
長
が
出
席

　

12
月
14
日
、「
第
８
回
防
災
推
進
国
民
会
議
」が
岸

田
・
内
閣
総
理
大
臣
出
席
の
も
と
、
首
相
官
邸
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
副
会
長
の
田
辺
・
静
岡

市
長
が
出
席
し
た
。

　

同
会
議
で
は
、
防
災
推
進
国
民
会
議
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
、
今
後
の
活
動
方
針
及
び
構
成
団
体
等
の
取

組
等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

［
行
政
部
］

「
自
由
民
主
党
総
務
部
会
関
係
・
消
防
議
員 

連
盟
合
同
会
議
」に
立
谷
会
長
が
出
席

　

12
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
自
由
民
主
党
総
務
部
会

関
係
・
消
防
議
員
連
盟
合
同
会
議
に
、
地
方
六
団
体

等
の
代
表
が
出
席
し
、
本
会
か
ら
立
谷
会
長
が
出

席
し
た
。

　

地
方
六
団
体
を
代
表
し
て
、
立
谷
会
長
か
ら
補
正

予
算
へ
の
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
来
年
度

の
予
算
編
成
に
関
し
て
、
①
地
方
一
般
財
源
の
確

保
・
充
実
、
②
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費

の
拡
充
・
継
続
、
③
地
域
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
費
の

延
長
・
充
実
、
④
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
の
確
保
・
拡
充
、
⑤
安
心
し
て
子
ど
も
・
子
育

て
施
策
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
支
援
な
ど
を
要
請

し
た
。

　

ま
た
、
全
国
基
地
協
議
会
か
ら
は
会
長
の
朝
長
・

佐
世
保
市
長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
し
、
基
地
に
起

因
す
る
影
響
や
不
利
益
に
つ
い
て
は
、
基
地
関
係
市

町
村
の
み
で
な
く
、
国
の
責
任
の
下
、
国
民
全
体
の

負
担
を
も
っ
て
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
、
基
地
関
連
予
算
に
つ
い
て
は
、
他
の
一

般
行
政
施
策
と
同
列
視
せ
ず
、
国
に
お
い
て
所
要
額

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
①
調
整
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
基
地
交
付
金
と
同
様
、
義
務
的
経

費
と
さ
れ
た
い
こ
と
、
②
令
和
５
年
度
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金
の
所
要
額
を
確
保
す
る
こ
と
を
要

請
し
た
。

　

な
お
、
指
定
都
市
市
長
会
か
ら
は
副
会
長
の
松

井
・
広
島
市
長
が
出
席
し
、
①
大
都
市
税
源
の
拡
充
・

#4#5

発言する立谷会長

岸田内閣総理大臣（中央）
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強
化
、
②
地
方
交
付
税
の
必
要
額
の
確
保
と
臨
時
財

政
対
策
債
の
廃
止
、
③
多
様
な
大
都
市
制
度
の
早
期

実
現
に
つ
い
て
要
請
し
た
。［

財
政
部
・
社
会
文
教
部
］

「
令
和
５
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
」に
対
す
る

全
国
市
長
会
会
長
コ
メ
ン
ト
を
発
表

　

12
月
16
日
、
与
党
に
お
い
て
「
令
和
５
年
度
与
党

税
制
改
正
大
綱
」
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
立

谷
会
長
は
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

　

コ
メ
ン
ト
で
は
、
①
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、

本
会
が
求
め
て
き
た
と
お
り
、
負
担
の
均
衡
化
に
向

け
た
既
定
の
負
担
調
整
措
置
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
評

価
す
る
一
方
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
中
小
企
業
の
償

却
資
産
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
２
年
間
の
期
限

を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
や
市
町
村
の
基
幹
税
で
あ

る
同
税
で
の
政
策
的
措
置
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
こ

と
、
②
車
体
課
税
に
つ
い
て
は
、
環
境
性
能
割
の
見

直
し
に
際
し
、
税
率
区
分
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

で
税
源
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
課
税
の
あ
り
方
の

中
長
期
的
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
自
動
車
を
取
り
巻

く
大
き
な
環
境
変
化
も
考
慮
し
、
必
要
な
財
政
需
要

に
対
応
し
た
税
源
が
安
定
的
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
た
。

［
財
政
部
］

国
と
地
方
の
協
議
の
場（
令
和
４
年
度
第
３
回
）

を
開
催
し
、
立
谷
会
長
が
出
席

　

12
月
20
日
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」（
令
和
４

年
度
第
３
回
）
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
立
谷
会

長
が
出
席
し
、
令
和
５
年
度
予
算
編
成
及
び
地
方
財

政
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

岸
田
・
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
は
、
①
臨
時
国
会
に

お
い
て
第
２
次
補
正
予
算
が
成
立
し
、
今
年
度
の
交

付
税
を
約
５
０
０
０
億
円
追
加
配
分
す
る
な
ど
、
地

方
が
独
自
の
地
域
活
性
化
策
を
含
め
、
物
価
高
対
策

や
経
済
再
生
実
現
の
た
め
の
取
組
を
実
施
で
き
る
措

置
を
講
じ
た
こ
と
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
の
感
染
が
拡
大
し
や
す
い

時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
救
急
搬
送
や
外
来
等
の

医
療
体
制
の
確
保
、
換
気
の
呼
び
か
け
な
ど
に
一
層

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
こ
と
、
③
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
に
つ
い
て
は
、
12
月
23
日
に
来
年
度

を
初
年
度
と
す
る
新
し
い
総
合
戦
略
を
決
定
す
る
こ

と
か
ら
、
全
て
の
都
道
府
県
で
デ
ジ
タ
ル
実
装
の
姿

が
実
感
で
き
る
よ
う
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て
後
押
し

す
る
の
で
、
知
事
や
市
町
村
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
発
揮
を
お
願
い
し
た
い
こ
と
等
に
つ
い
て
発
言
。

　

立
谷
会
長
か
ら
は
、
①
こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
に

あ
わ
せ
、
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
の
充
実
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
同
施
策
の
量
的
拡

#6

#7

オンラインで発言する朝長・全国基地協議会会長

地方六団体代表者（左から2番目が立谷会長）
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充
と
質
の
向
上
が
実
現
で
き
る
十
分
な
予
算
措
置
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
伴
走
型
相
談
支
援
に
つ
い

て
も
、
不
交
付
団
体
も
含
め
全
て
の
都
市
自
治
体
が

確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う
必
要
な
財
源
を
継
続
的
に

確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
医
療

費
に
つ
い
て
は
、
全
国
一
律
の
国
の
保
障
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
き
た
い
、
②
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
、
年
末
年
始
を
迎
え
る
中
で
、
接
種

率
が
特
に
低
い
生
後
６
か
月
か
ら
４
歳
の
乳
幼
児
へ

の
接
種
も
含
め
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
一
層

促
進
さ
せ
る
た
め
に
も
、
国
と
し
て
も
国
民
が
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
周
知
・
啓
発
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
国
で
十
分
検
討
し
、
早
期
に
明
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
さ
ら
に
は
、
濃
厚
接
触
者
が
増
え
る
こ

と
に
よ
り
医
療
現
場
を
は
じ
め
、
社
会
経
済
活
動
な

ど
に
も
影
響
が
大
き
い
た
め
、
濃
厚
接
触
者
の
定
義

等
に
つ
い
て
も
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
、
③
国
土
強

靱
化
に
つ
い
て
は
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
は
も
と
よ
り
、
同

対
策
後
も
中
長
期
的
見
通
し
の
も
と
、
所
要
の
財
源

を
着
実
に
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
④
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
、
カ
ー
ド
取
得

の
メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
明
確
に
国
民
に
示
す
と
と
も

に
、
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
高
齢
者
に
配
慮
し
、
ど

の
世
代
の
方
も
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
よ
う
更
な

る
検
討
を
お
願
い
し
た
い
等
を
発
言
。［

企
画
調
整
室
］

「
自
由
民
主
党
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
」に 

立
谷
会
長
が
出
席

　

12
月
20
日
、「
自
由
民
主
党
総
務
部
会
関
係
合
同

会
議
」
に
立
谷
会
長
は
じ
め
地
方
六
団
体
の
会
長
が

出
席
し
、
令
和
５
年
度
予
算
折
衝
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、
松
本
・
総
務
大
臣
の
大

臣
折
衝
に
向
け
て
の
激
励
送
り
出
し
を
行
っ
た
。

［
財
政
部
］

「
令
和
４
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る

対
応
方
針
」の
閣
議
決
定
を
受
け
て
、 

立
谷
会
長
等
が
共
同
で
声
明
を
発
表

　

地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
に
つ
い
て
、

12
月
20
日
、「
令
和
４
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に

関
す
る
対
応
方
針
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
本
会
を
は
じ
め
、
全
国
知
事
会
、
全
国
町
村
会

の
会
長
が
連
名
に
よ
り
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

　

声
明
で
は
、
提
案
に
対
す
る
実
現
・
対
応
の
割
合

が
高
い
も
の
と
な
っ
た
こ
と
、
計
画
策
定
な
ど
の
地

方
の
事
務
負
担
軽
減
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
等
に
よ
る
効 出席する立谷会長

あいさつをする岸田内閣総理大臣
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率
化
・
利
便
性
向
上
に
資
す
る
も
の
に
つ
い
て
成
果

を
上
げ
た
こ
と
は
、
地
方
分
権
改
革
の
歩
み
を
着
実

に
進
め
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
と
し
た
一
方
で
、

令
和
５
年
度
以
降
に
結
論
を
得
る
等
、
時
間
を
要
す

る
提
案
に
つ
い
て
は
、
政
府
全
体
と
し
て
適
切
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
、
提
案
の
実
現
に
向
け
、

断
固
と
し
て
取
り
組
む
よ
う
強
く
求
め
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
効
率
的
・
効
果

的
な
計
画
行
政
の
推
進
に
向
け
、
引
き
続
き
、「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
」に
お
い

て
示
さ
れ
た
原
則
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
の

意
見
を
十
分
に
反
映
し
、「
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
イ

ド
」
の
作
成
等
を
通
じ
、
計
画
等
の
策
定
に
よ
る
地

方
の
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
法
律
案
等
に
つ
い
て
の
早
期
情
報
提
供
や

「
従
う
べ
き
基
準
」
等
に
関
し
て
も
制
度
的
な
課
題
と

し
て
横
断
的
な
見
直
し
を
行
う
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

提
案
の
実
現
に
向
け
た
関
連
法
案
の
提
出
、
早
期

の
成
立
を
図
る
な
ど
、
そ
の
成
果
を
速
や
か
に
結
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
と
地
方
の
関
係
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
真
の
地
方
分
権
型
社

会
の
構
築
に
向
け
た
改
革
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
を

強
く
要
請
し
て
い
る
。

［
行
政
部
］

「
第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
第
３
回
総
会
」に 

立
谷
会
長
が
出
席
、「
多
様
な
人
材
が
参
画
し

住
民
に
開
か
れ
た
地
方
議
会
の
実
現
に
向
け
た

対
応
方
策
に
関
す
る
答
申
」を
と
り
ま
と
め

　

12
月
21
日
、「
第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
第
３
回

総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
委
員
の
立
谷
会
長
が
出
席

し
た
。

　

同
総
会
で
は
、
松
本
・
総
務
大
臣
の
あ
い
さ
つ
の

後
、「
多
様
な
人
材
が
参
画
し
住
民
に
開
か
れ
た
地

方
議
会
の
実
現
に
向
け
た
対
応
方
策
に
関
す
る
答
申

（
案
）」に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

立
谷
会
長
か
ら
は
、
答
申
案
に
賛
成
で
あ
る
と
し

た
う
え
で
、
①
災
害
や
感
染
拡
大
等
の
突
発
的
事
態

を
想
定
し
、
議
会
と
の
合
意
形
成
に
係
る
ス
ピ
ー
ド

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
有
効
な

ツ
ー
ル
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
②
な
り
手
不
足
は

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
兼
業
や
立
候
補
の
際
の
身
分

保
障
等
も
含
め
、
十
分
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た

い
等
の
発
言
を
行
っ
た
。

［
行
政
部
］

「
令
和
５
年
度
地
方
財
政
対
策
」に
つ
い
て
の 

共
同
声
明（
地
方
六
団
体
）を
発
表

　

12
月
23
日
、「
令
和
５
年
度
地
方
財
政
対
策
」が
決

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
立
谷
会
長
ほ
か
地
方
六
団

体
会
長
は
、
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

　

前
年
度
を
上
回
る
地
方
一
般
財
源
総
額
及
び
地
方

交
付
税
総
額
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
臨
時
財
政

対
策
債
が
過
去
最
低
に
ま
で
抑
制
さ
れ
た
ほ
か
、
地

域
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
更
に
加
速
さ
せ
る
た
め
の
対
応

や
、
脱
炭
素
化
へ
の
対
応
、
自
治
体
施
設
の
光
熱
費

高
騰
を
踏
ま
え
た
一
般
行
政
経
費
の
増
額
計
上
が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
と
し
た
う
え

で
、
政
府
に
対
し
、
今
後
と
も
地
方
税
財
源
の
確
保
・

充
実
を
図
る
よ
う
強
く
求
め
た
。

［
財
政
部
］
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